





























2 アムド語のまとまった記述研究としては、ドイツ語で書かれた Haller (2004)、漢語で書かれた周毛
草 (2003)や邵明園 (2018)がある。






























流である（瞿靄堂 1962, 1996；共確加措 1987；華侃、乃小藏他 1997；Suzuki 2005, 2008, 2015；鈴




がアムド語の分布域として認められる（Suzuki & Sonam Wangmo 2016, 2019; Suzuki 2018）こ












て批判されるからである（Tsering Samdrup & Suzuki 2017）。また、昨今流行している「母語
























解を招く 9恐れがあるため、今後は/Ê/の使用が推奨される (Suzuki et al. 2019)。/u/ [WB～Wu]
について (p. 22)も、著者の記述から推察するに、鈴木 (2013a)のいう/v
"
/の変種である可能性が
5 詳細な言語分布については、Tournadre & Suzuki (forthcoming)に詳細な地図を付した解説がある。








9 チベット系諸言語において、/ç/は [ç]を表す音標文字として用いられている（鈴木 2016b）。
鈴木 博之（2020）『言語記述論集』12: 71-80
73

































よる文献（Tournadre & Sangda Dorje 2003; Zeisler 2004など）では、著者の言うコピュラ動詞









という概念を用いている研究には DeLancey (1986) や星 (2003, 2016) があり、「制御可能
















10, 241-270)、そうではない立場があることにも配慮し、注で解説している (pp. 15, 291)。しか
しその記述が釈然としておらず、研究史を正しく把握していないと受け取られる。特に複数の
用語の単に並べて言及するだけでは、情報量として不足が多いし誤解も招く。著者は証拠性に



















者は Tournadre & LaPolla (2014)のいう sensory access（感知；知覚によるアクセス）を「観察
知」という用語で証拠性の一部と認定する (p. 24) 一方で、source に直結する「伝聞」につい





























る。つまり、文法上の体系として機能しているのは、Tournadre & LaPolla (2014)の考えに従った、
本書の言う「ウチ/ソト」と「証拠性」、さらには「認識性」までもが不可分のものであるという考え
に傾倒している。評者の立場から整理したアムド語（Mabzhi牧民方言）に関する証拠性の体系は、





海老原志穂 (2016)「チベット人はどのようにヤクを認識しているのか？」Sernya 3: 12-18.











—— (2013b)「蔵文対応形式から見た舟曲県チベット語拱土霸 [dGonpa] 方言の特徴—舟曲
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